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11
月
14
日
、
札
内
郵
便
局
で
強
盗
に
備
え
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擬
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が
行
わ
れ
ま
し
た
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師
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を
迎
え
、
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出
入
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が
多
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す
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現
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陸別町�

足寄町�

本別町�

上士幌町�

士幌町�

音更町�

新得町�

清水町�

帯広市�

中札内村�更別村�中札内村�更別村�
忠類村�

大樹町�

広尾町�

芽
室
町�

鹿
追
町�

浦幌町�

池田町�

豊頃町�

幕
別
町�

中札内村�更別村�

中札内村�更別村�

「市町村合併に関する地域説明会」が10月24日から３日間、
町内３会場で開かれ約100人の町民の皆さんが参加しまし
た。説明会では北海道のシミュレーションを基にした合併
の４パターンと、東十勝行財政検討会議の財政シミュレー
ションの内容などを説明。今月号では説明の概要と説明会
で出された意見や疑問などについて、お伝えします。

財政推計および人口推計、公共料金比較の数字等は、北海道が作成し、７月に
ホームページで公表したシミュレーションを利用しています。財政推計は推計の
伸び率を一定にするなど、個々の市町村の事情を考慮していませんので、あくま
でも一つの判断材料（※道のシミュレーション公表以降、地方交付税の削減率は、
さらに厳しくなることが予想されています）です。また東十勝行財政検討会議の
財政シミュレーションの内容は11月号でご紹介していますので、省略します。
なお、合併市町村とは、合併した場合の市町村です。累積収支とは、毎年度の
歳入から歳出を差し引いた額の累積で、収支が赤字になった場合は積み立て基金
を取り崩し補填すると仮定しています。基金残高とは、平成12年度の財政調整
基金や減債基金などの額から収支補填のために取り崩した後の残高です。
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独
で
生
き
残
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
自
分
も
皆
さ
ん
も
強
い

と
思
う
。
合
併
の
理
由
に
人
口
減
が
あ
る
が
、
財
政
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
将
来
の
人
口
状
態
の
こ
と
を
考
え
て
、
合
併
問
題
を
考
え
る

い
い
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

政
的
に
厳
し
い
町
村
と
幕
別
が
一
緒
に
な
っ
て
何
か
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

自
の
生
き
方
を
目
指
す
の
が
い
い
、
そ
れ
が
ダ
メ
な
ら
十
勝
全
部

で
一
つ
に
。

え
ば
東
部
３
町
に
対
し
て
、
将
来
を
見
す
え
た
中
で
、
こ
こ
は
、

や
っ
ぱ
り
合
併
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
方
向
を
見
出
し
て
、
幕
別

町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
働
き
掛
け
を
。

別
、
音
更
、
芽
室
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
合
併
を
推
進
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
。
帯
広
は
帯
広
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
る
方
法
が
あ
る
訳
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
勝
全
体
の
発
展

と
い
う
広
い
視
野
か
ら
考
え
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

政
の
見
通
し
が
無
い
と
い
う
点
か
ら
い
け
ば
合
併
し
か
な
い
が
、

地
方
自
治
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
ど
う
な
の
か
。
住
民
の
意

見
を
聞
き
、
条
件
に
納
得
し
た
上
で
話
が
進
む
べ
き
で
、
時
間
を
掛
け

て
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

界
や
日
本
の
経
済
状
態
を
考
え
る
と
、
今
の
行
政
や
生
活
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。合
併
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

こ
れ
以
上
、
現
状
よ
り
良
い
形
に
は
な
ら
な
い
。

方
分
権
に
対
応
す
る
た
め
自
治
体
の
規
模
を
大
き
く
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
で
は
国
は
ど
の
よ
う
な
権
限
を
委
譲
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
委
譲
の
中
身
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
自
治
体
の
規
模

を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

子
高
齢
化
は
、
税
金
の
収
入
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
単
純
に
国
の
財
政
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
例
え
ば

合
併
を
し
て
面
積
が
広
く
な
り
、
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
役
場
職
員
を

大
幅
に
減
ら
し
て
い
っ
た
場
合
、
高
齢
者
や
弱
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど

う
な
る
の
か
。

単　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�単　財　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�財　独単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�独�例　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�例　幕　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�幕　財　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�財　世　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�世　地　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�地　少　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�少　 地
域
説
明
会
で
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
よ
る
幕

別
町
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
、
こ
の
１
市
３
町

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

財
政
推
計
で
は
、
単
独
で
行
財
政
運
営
を

し
た
場
合
は
、
幕
別
町
と
芽
室
町
が
基
金
も

あ
り
、
累
積
収
支
も
黒
字
で
推
移
。
帯
広
市

と
音
更
町
は
一
時
、
基
金
が
無
く
な
り
、
収

支
も
赤
字
に
な
る
も
の
の
、
後
に
黒
字
と
推

計
し
て
い
ま
す
。
合
併
し
た
場
合
は
、
基
金

も
あ
り
累
積
収
支
も
黒
字
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
平
成
32
年
に
25
万
７
１
７
８
人

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

中札内村�更別村�

音更町�

帯広市�

芽
室
町�

幕
別
町�

中札内村�更別村�

中札内村�更別村�

（財政推計） １市３町
1,939h
254,093人

東京都　2,186h 12,064,101人
（平成12年国勢調査）

中札内村�更別村�

浦幌町�

池田町�

豊頃町�

幕
別
町�

中札内村�更別村�

中札内村�更別村�

東部
４町
1,978h
43,996人

大阪府
1,892h

8,805,081人
（平成12年国勢調査）

幕別町

帯広市

音更町

芽室町
合　併
市町村

12年

24,276

173,030

39,201

17,586

254,093

17年

26,233

172,688

40,709

18,542

258,172

22年

28,164

170,762

41,969

19,447

260,342

27年

29,913

167,131

42,759

20,215

260,018

32年

31,405

161,779

43,162

20,832

257,178

人口推計　　　　　　　　　　　　　　　（人）

広
域
連
携
を
し
て
い
る
消
防
事
務
組
合
を

構
成
す
る
４
町
の
合
併
パ
タ
ー
ン
で
す
。

財
政
推
計
で
は
単
独
運
営
の
場
合
、
池
田

町
と
浦
幌
町
の
基
金
が
既
に
無
く
、
累
積
収

支
も
赤
字
。
豊
頃
町
は
平
成
22
年
に
は
基
金

が
無
く
な
る
と
と
も
に
収
支
も
赤
字
に
な
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。
合
併
し
た
場
合
は
基

金
も
あ
り
、
累
積
収
支
も
黒
字
の
ま
ま
推
移

す
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
平
成
32

年
に
４
万
４
６
１
６
人
と
、
12
年
に
比
べ
６

２
０
人
の
微
増
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

幕別町

池田町

豊頃町

浦幌町
合　併
市町村

12年

24,276

8,710

4,164

6,846

43,996

17年

26,233

8,270

3,798

6,076

44,377

22年

28,164

7,776

3,413

5,322

44,675

27年

29,913

7,197

3,037

4,621

44,768

32年

31,405

6,577

2,671

3,963

44,616

人口推計　　　　　　　　　　　　　　　（人）

（財政推計）
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十
勝
、
あ
る
い
は
東
部
な

ど
の
ど
こ
か
と
幕
別
が
一

緒
に
な
っ
た
場
合
、
合
併
で
き

ず
に
残
さ
れ
た
町
村
は
ど
う
な

る
の
か
、
札
内
は
人
口
が
多
い

か
ら
と
安
穏
と
し
て
い
て
い
い

の
か
。
こ
う
い
う
こ
と
も
大
き

な
課
題
と
思
う
。

来
を
考
え
る
大
事
な
問
題

で
あ
る
か
ら
、
役
場
職
員

や
議
会
だ
け
で
検
討
を
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
住
民

も
参
加
す
る
協
議
会
な
ど
を
設

置
し
て
欲
し
い
。

南　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�南　将　単　財　幕　例　世　地　少　南　将　独�将　町では、今後も町民の皆さんのご意見を
いただきながら、市町村合併問題の検討を
進めていきたいと考えています。町へＥメ
ール（yakuba@makubetsu.jp）または広
報クイズの応募ハガキなどを利用して、ご
意見をお寄せください。お待ちしています。
また出前講座も、お気軽にご利用ください。
お問い合わせ先　企画室（�54－6610）
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中札内村�

南
部
５
町
村
も
消
防
事
務
組
合
を
構
成
し
て
お

り
、
幕
別
町
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
事
務
レ
ベ
ル

の
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

財
政
推
計
で
は
、
単
独
運
営
の
場
合
、
更
別
村
が

順
調
に
推
移
し
、
中
札
内
村
は
基
金
の
減
少
が
続
き

ま
す
。
忠
類
村
は
平
成
22
年
に
基
金
が
無
く
な
る
と

と
も
に
、
累
積
収
支
も
赤
字
に
。
広
尾
町
と
大
樹
町

は
既
に
基
金
が
無
く
、
収
支
も
赤
字
の
状
態
と
推
計

し
て
い
ま
す
。
幕
別
町
と
５
町
村
が
合
併
し
た
場
合

は
、
基
金
が
あ
り
、
累
積
収
支
も
黒
字
で
推
移
す
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。（
幕
別
町
の
財
政
推
計
は
省

略
し
て
い
ま
す
）
人
口
は
平
成
32
年
に
５
万
６
４
人

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

中札内村�更別村�

中札内村中札内村�更別村更別村�中札内村�更別村�
忠類村�

大樹町�

広尾町�

幕
別
町�

中札内村�更別村�

幕別町と
南部５町村

2,359h
49,173人

佐賀県
2,439h
876,645人

（平成12年国勢調査）

幕別町
忠類村
更別村
中札内村
大樹町
広尾町
合　併
市町村

12年
24,276
1,804
3,291
4,116
6,711
8,975

49,173

17年
26,233
1,745
3,212
3,935
6,361
8,281

49,767

22年
28,164
1,678
3,098
3,712
5,966
7,532

50,150

27年
29,913
1,595
2,944
3,508
5,532
6,775

50,267

32年
31,405
1,507
2,768
3,288
5,090
6,006

50,064

人口推計　　　　　　　　　　　　　　　（人）

（財政推計）
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累積収支� 基金残高�

中札内村�

幕
別
町
と
３
村
の
パ
タ
ー
ン
は
、
合
併

特
例
法
で
市
に
な
る
要
件
の
３
万
人
を
ク

リ
ア
す
る
形
で
す
。

財
政
推
計
で
は
合
併
し
た
場
合
、
基
金

残
高
お
よ
び
累
積
収
支
も
黒
字
で
推
移
。

人
口
は
平
成
32
年
に
３
万
８
９
６
８
人

と
、
平
成
12
年
に
比
べ
５
４
８
１
人
の
増
、

４
パ
タ
ー
ン
の
中
で
は
、
最
も
人
口
が
伸

び
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

中札内村�更別村�

中札内村�更別村�

中札内村中札内村�更別村更別村�中札内村�更別村�
忠類村�

幕
別
町�

幕別町と３村
947h 33,487人

神奈川県横浜市
437h
3,375,772人（平成12年国勢調査）

（財政推計）

幕別町
忠類村
更別村
中札内村
合　併
市町村

12年
24,276
1,804
3,291
4,116

33,487

17年
26,233
1,745
3,212
3,935

35,125

22年
28,164
1,678
3,098
3,712

36,652

27年
29,913
1,595
2,944
3,508

37,960

32年
31,405
1,507
2,768
3,288

38,968

人口推計　　　　　　　　　　　　　　　（人）

ご
利
用
く
だ
さ
い

出
前
講
座 ご

意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い

小
泉
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
地
方
制
度
調
査
会
が
11
月
１
日

に
開
い
た
専
門
委
員
会
で
、
市
町
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め
に
町

村
廃
止
も
視
野
に
入
れ
た
小
規
模
自
治
体
の
機
能
縮
小
や
強
制
編

入
を
提
示
し
た
西
尾
勝
調
査
会
副
会
長
（
国
際
基
督
大
学
教
授
）

の
私
案
（
通
称
・
西
尾
私
案
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
基
礎
的
自

治
体
と
す
る
具
体
的
な
人
口
規
模
は
明
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
今
後
の
基
礎
的
自
治
体
の
規
模
・
能
力
は
、
現
在
の
市
が
担
っ

て
い
る
事
務
を
処
理
で
き
る
程
度

○
合
併
特
例
法
失
効
（
２
０
０
５
年
３
月
末
）
後
も
、
一
定
期
間

強
力
に
合
併
を
推
進
。
た
だ
し
財
政
支
援
は
行
わ
な
い

○
期
間
終
了
後
、
合
併
に
至
ら
な
か
っ
た
一
定
の
人
口
未
満
の
市

町
村
に
つ
い
て
は
権
限
縮
小
、
他
団
体
へ
の
編
入
な
ど
の
対
応

を
検
討

○
権
限
縮
小
の
場
合
に
は
、
業
務
を
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
限
定
。

そ
れ
以
外
の
業
務
は
都
道
府
県
が
代
行

○
編
入
の
場
合
は
当
該
市
町
村
の
意
見
を
聞
き
、
知
事
が
編
入
先

の
自
治
体
を
決
定

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福
岡
県
添
田
町
長
）
は
11

月
12
日
、「
人
口
規
模
の
少
な
い
町
村
を
切
り
捨
て
る
と
い
う

横
暴
極
ま
り
な
き
論
旨
で
あ
り
、
絶
対
容
認
で
き
な
い
」
と
、

西
尾
私
案
に
反
対
す
る
意
見
書
を
地
方
制
度
調
査
会
に
提
出
し

ま
し
た
。
意
見
書
は
①
市
町
村
を
人
口
一
定
規
模
以
上
の
基
礎

的
自
治
体
に
強
制
的
に
集
約
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
、
地

方
分
権
の
中
で
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
」

の
理
念
な
ど
を
放
棄
し
て
い
る
②
合
併
は
あ
く
ま
で
も
関
係
市

町
村
の
自
主
的
な
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
が
基
本
。
財
政
効

率
・
経
済
効
果
を
優
先
さ
せ
た
強
制
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
―
な
ど
と
す
る
内
容
で
す
。
こ
の
意
見
書
の
提
出
に
合

わ
せ
27
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
町
村
会
全
国
大
会
で
は
、
西

尾
私
案
に
反
対
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

町
村
会
の
全
国
大
会
で
反
対
決
議

人
口
の
少
な
い
町
村
は
「
強
制
編
入
」

―
―
地
方
制
度
調
査
会
の
西
尾
私
案
―
―

公
共
料
金
の
比
較幕別町�帯広市�音更町�芽室町�池田町�豊頃町�浦幌町�忠類村�更別村�中札内村�大樹町�広尾町� 幕別町�帯広市�音更町�芽室町�池田町�豊頃町�浦幌町�忠類村�更別村�中札内村�大樹町�広尾町�
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〈下水道料金〉 〈水道料金〉

※下水道料金は20K当りの料金 ※水道料金は10K当りの料金

幕別町�帯広市�音更町�芽室町�池田町�豊頃町�浦幌町�忠類村�更別村�中札内村�大樹町�広尾町� 幕別町�帯広市�音更町�芽室町�池田町�豊頃町�浦幌町�忠類村�更別村�中札内村�大樹町�広尾町�
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〈介護保険料〉 〈国民健康保険料（税）〉

※介護保険料は基準額（第３段階） ※国民健康保険料（税）は、加入者１人当たりの年額

（円） （千円） （円） （円）
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財政さん

ちょっとおしえて

に
減
っ
て
い
る
の
ね
。

財
政
さ
ん

町
子
ち
ゃ
ん
も
新
聞
や

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
い
る

と
思
う
け
れ
ど
、
日
本
は
長
い
間
景

気
が
よ
く
な
い
ん
だ
。
ま
ち
の
財
政

も
今
厳
し
い
状
況
な
ん
だ
よ
。
国
か

ら
町
に
交
付
さ
れ
る
お
金
が
減
っ
て

い
る
か
ら
、
使
う
お
金
を
少
な
く
す

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
る
ん
だ
。

町
子
ち
ゃ
ん

で
も
や
ら
な
き
ゃ
な

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
ね
。

財
政
さ
ん

そ
う
だ
よ
。
だ
か
ら
町

づ
く
り
は
長
期
間
に
渡
っ
て
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
。

そ
こ
で
町
で
は
10
年
ご
と
に
総
合

計
画
と
い
っ
て
、
町
づ
く
り
の
全
体

計
画
を
つ
く
っ
て
、
効
率
よ
く
お
金

を
使
う
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
ん

だ
。
13
年
度
は
第
４
期
幕
別
町
総
合

計
画
の
始
ま
り
の
年
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

町
子
ち
ゃ
ん

ま
ち
で
使
っ
て
い
る

お
金
は
こ
れ
で
全
部
な
の
？

財
政
さ
ん

一
般
会
計
の
ほ
か
に
も

特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
特
定
の
お

金
を
使
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
業

を
一
般
会
計
と
分
け
て
経
理
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
て
、
国
民
健
康

保
険
や
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護

保
険
、
水
道
の
会
計
な
ど
が
あ
る
ん

だ
。
特
別
会
計
の
決
算
額
は
次
の
ペ

ー
ジ
を
見
て
ね
。

「
ま
ち
の
お
金
は
ど
ん
な
風
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
な
？
」
疑
問
を
も

っ
た
町
子
ち
ゃ
ん
は
役
場
の
「
財
政

さ
ん
」
に
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

町
子
ち
ゃ
ん

財
政
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
、い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

財
政
さ
ん

は
い
、わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
早
速
、
一
般
会
計
か
ら
説

明
す
る
ね
。
平
成
13
年
度
に
一
般
会

計
に
入
っ
た
お
金
は
１
３
３
億
５
８

３
７
万
円
で
前
年
に
比
べ
て
７
億
８

５
１
１
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳

入
の
う
ち
国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
が
45
・
２
％
と
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

使
っ
た
お
金
は
１
３
２
億
４
６
３

５
万
円
で
前
年
に
比
べ
て
７
億
８
８

９
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
内
訳

と
し
て
は
、
人
件
費
や
町
の
借
金
返

済
に
充
て
る
公
債
費
を
除
く
と
土
木

費
、
民
生
費
、
教
育
費
の
順
に
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
子
ち
ゃ
ん

平
成
12
年
度
に
比
べ

て
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
と
も

平成13年度

決算報告 平成13年度決算が町議会の決算特別委員会で承認されました。
まちのお金がどう使われたのか概要を報告いたします。
あわせて平成13年度末のバランスシートを報告します。

総額132億円�
　　こう使いました�
総額132億円�
　　こう使いました�
総額132億円�
　　こう使いました�

ま
ち
の
台
所
は
今
厳
し
い

計
画
的
な
町
づ
く
り
を

歳  入�
依�

存�

財�
源�

自�主�
財�
源�133億5,837万円�

町税�
16.1％�

　21億4,452万円�

地方交付税�
45.2％　60億3,380万円�

町債�
10.2％�

13億5,780万円�

地方交付税�
45.2％　60億3,380万円�

町債�
10.2％�

13億5,780万円� 財産収入�
1.0％�

1億3,894万円�

諸収入�
8.3％�

11億1,259万円�

繰入金�
1.2％�

1億6,517万円�

分担金・負担金など�
3.2％　4億3,357万円�国・道支出金�

8.6％�
11億4,877万円�

地方譲与税など�
6.2％　8億2,321万円�

11.7％�

3.7％�

17.8％�

18.9％� 7.7％�

3.2％�

8.7％�

15.5％�

1.3％�

民生費　　15億5,507万円
【主な事業】
保育所の運営　　　　　　　1億3,036万円
敬老会の実施　　　　　　　　　 399万円
高齢者訪問給食サービス　　　 2,232万円
老人保健施設整備事業補助金　 6,130万円
子育て支援センターの開設　　　 165万円

農林業費　10億1,569万円
【主な事業】
農業委員会業務　　　　　　　 1,957万円
馬鈴薯集出荷施設改修等補助　 3,028万円
ふるさと土作り支援事業　　　　 827万円
農業試験圃場の運営　　　　　　 386万円
育成牧場運営　　　　　　　　 2,478万円
排水向上対策事業補助　　　　　 663万円
道営土地改良事業負担金　　2億8,671万円

商工費　　 4億1,829万円
【主な事業】
パークプラザ整備事業補助金 1,109万円
観光協会補助金 642万円
冬祭り補助金 100万円
中小企業融資貸付金 1億6,500万円

消防費　　 5億1,173万円
【主な事業】
東十勝消防事務組合分担金

5億1,131万円
水防費　　　　　　 42万円

教育費　　11億5,816万円
【主な事業】
札内北小学校増築工事 8,732万円
児童生徒就学援助 1,793万円
幕別町民芸術劇場運営補助 500万円
特色ある教育活動支援事業補助金 290万円

その他　　 1億7,373万円
【主な事業】
議会費 1億2,124万円
労働費 1,579万円
災害復旧費 3,670万円

総務費　　10億1,069万円
【主な事業】
札内東コミュニティセンター建設

3億7,925万円
暁町近隣センター建設　　 6,015万円
コミセン・近隣センター運営 4,303万円
町勢要覧・広報紙の発行など 1,163万円
交通防災の費用　　　　　　 7,649万円
参議院議員選挙　　　　　　　 696万円

衛生費 4億8,977万円
【主な事業】
基本検診・乳幼児検診・
予防接種などの保健事業

9,470万円
ゴミの処理　　　2億6,211万円

土木費　　23億5,427万円
【主な事業】
町道除排雪事業 7,311万円
町道整備事業 5億3,165万円
いなほ公園整備 1億1,545万円
公営住宅（旭町西団地・糠内団地）整備

3億965万円

職員費　20億5,328万円
※職員の給料、手当などの人件費

特　集

公債費　25億567万円
※町債などの返済金
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土木費（45.4％）�
233億3,932万円�

民生費（4.0％）�
20億6,187万円�

その他（1.4％）�
商工費　1億9,668万円�
衛生費　3億3,559万円�
労働費　4,283万円�
消防費　1,240万円�
その他　1億5,447万円�

教育費（26.2％）�
134億9,792万円�

農林水産業費（13.9％）�
71億2,768万円�

総務費（9.1％）�
46億5,598万円�

民生費（4.0％）�
20億6,186万円�

その他（1.4％）�
商工費　1億9,668万円�
衛生費　3億3,559万円�
労働費　4,283万円�
消防費　1,240万円�
その他　1億5,447万円�

教育費（26.2％）�
134億9,792万円�

農林水産業費（13.9％）�
71億2,768万円�

総務費（9.1％）�
46億5,598万円�

図３　有形固定資産の内訳

主な施設名など

道路、街路、公園、公営住宅

小･中学校、百年記念ホール、札内
スポーツセンター、武道館、図書館

農道、造林、ふるさと味覚工房

コミュニティセンター、役場庁舎、
近隣センター

保育所、保健福祉センター、児童館

墓地、葬斎場

区　分

土木費

教育費

農林水
産業費

総務費

民生費

その他

用
　
語
　
説
　
明

有
形
固
定
資
産

昭
和
44
年
度
以
降
の
建
物
や
道
路
な

ど
の
建
設
整
備
に
要
し
た
費
用
（
取

得
原
価
）
か
ら
、
経
過
年
数
に
よ
る

価
値
の
減
少
（
減
価
償
却
費
）
を
控

除
し
た
も
の
の
合
計
額
。
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
使
用

さ
れ
る
資
産
。

投
資
及
び
出
資
金

町
が
保
有
す
る
有
価
証
券
（
株
券
）

や
土
地
開
発
公
社
な
ど
へ
の
出
資
の

合
計
額
。

貸
付
金

町
が
住
民
に
貸
し
付
け
て
い
る
資
金

の
年
度
末
残
高
。

基
金

町
が
積
み
立
て
て
い
る
お
金
。
こ
の

う
ち
流
動
性
の
高
い
財
政
調
整
基
金

な
ど
は
流
動
資
産
に
計
上
し
ま
す
。

歳
計
現
金

町
が
年
度
内
に
収
入
し
た
現
金
と
支

出
し
た
現
金
と
の
差
額
。
翌
年
度
の

繰
越
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

債
務
負
担
行
為

将
来
支
出
を
伴
う
行
為
で
、
年
度
を

越
え
て
約
束
し
た
債
務
。
例
え
ば
、

物
件
を
来
年
度
に
買
う
こ
と
を
約
束

す
る
な
ど
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

退
職
給
与
引
当
金

年
度
末
に
職
員
全
員
が
退
職
し
た
場

合
に
必
要
に
な
る
退
職
金
の
合
計

額
。

正
味
資
産

資
産
の
う
ち
、
す
で
に
住
民
か
ら
支

払
わ
れ
た
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
補

助
金
を
財
源
と
し
て
取
得
し
て
い
る

資
産
。

表２　バランスシート（平成14年3月31日現在）

借　　　方 貸　　　方

［資産の部］
１．有形固定資産　　　　 5,142,473

（うち土地 832,499）
内訳は図３参照
２．投資等
a投資及び出資金　　　 217,055
s貸付金　　　　　　　　35,134
d基金

①特定目的基金　　 84,362
②土地開発基金　　 48,585
③定額運用基金　　 1,061
④退職手当組合積立金 14,817

基金計　　　　　　 148,825
投資等合計 401,014
３．流動資産
a現金・預金

①財政調整基金　　 90,300
②減債基金　　　 117,692
③歳計現金　　　　 11,286

現金・預金計　　　 219,278
s未収金

①地方税　　　　　 24,528
②その他　　　 4,313

未収金計　　　　　　28,841
流動資産合計　　　　　 248,119
資産合計　　　　　　　 5,791,606

［負債の部］
１．固定負債
a地方債　　　　　　1,991,671
s債務負担行為

①物件の購入等　　　 0
②債務保証又は損失補償 0

債務負担行為計　　　　 0
d退職給与引当金　　 164,621
固定負債合計 2,156,292

２．流動負債
a翌年度償還予定額　 185,479
s翌年度繰上充用金　　　　 0
流動負債合計 185,479

負債合計　　　　　　　 2,341,771

［正味資産の部］
１．国庫支出金　　　 824,778
２．道支出金　　　　 488,825
３．一般財源等　　 2,136,232

正味資産合計　　　　 3,449,835

負債・正味資産合計　　 5,791,606

※債務負担行為に係る情報　①物件の購入等に係るもの　　　　　 24,069 万円
②債務保証及び損失補償に係るもの　307,050 万円
③利子補給等に係るもの　　　　　　 13,889 万円

表1 平成13年度決算総括表

一般会計

特別会計

国民健康保険会計

老人保健会計

介護保険特別会計

簡易水道会計

営農用水道会計

公共下水道会計

公共用地取得会計

個別排水処理会計

企業会計

水道事業（収益的）

総合計

会　計　名 歳　入 歳　出
歳入歳出
差 引 額

1,335,837

844,253

211,159

253,749

95,445

21,217

771

243,222

392

18,298

48,081

48,081

2,228,171

1,324,635

838,469

211,754

249,706

94,818

20,987

698

242,137

382

17,987

57,642

57,642

2,220,746

11,202

5,784

－595

4,043

627

230

73

1,085

10

311

－9,561

－9,561

7,425

（単位：万円）

町
子
ち
ゃ
ん

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
っ

て
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

財
政
さ
ん

前
の
ペ
ー
ジ
で
説
明
し

た
決
算
は
、
主
に
お
金
の
出
入
り
だ

け
を
記
録
し
た
も
の
な
ん
だ
。
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
例
え
ば
町
の
収

入
が
足
り
な
く
な
っ
た
時
に
基
金
を

取
り
崩
し
た
り
、
起
債
と
い
っ
て
町

が
借
金
を
し
て
調
達
し
た
お
金
の
残

額
が
い
く
ら
残
っ
て
い
て
、
将
来
に

わ
た
り
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

借
金
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま

た
町
の
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
と
い
っ
た
全
体
の
様
子
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
町
の
長
い
積
み
重
ね
を
わ
か
り

や
す
く
し
た
も
の
な
ん
だ
。（
図
２
）

町
子
ち
ゃ
ん

「
資
産
」
や
「
負
債
」

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

財
政
さ
ん

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

「
資
産
」
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
資
源
の
残
高
を
表
し

て
い
る
ん
だ
。

平
成
13
年
度
の
資
産
の
総
額
は
５

７
９
億
１
６
０
７
万
円
で
前
年
よ
り

少
し
増
え
て
い
ま
す
。
資
産
の
主
な

も
の
は
有
形
固
定
資
産
で
土
木
費
と

教
育
費
が
全
体
の
71
・
６
％
と
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
３
）。

土
木
費
は
公
園
・
道
路
・
公
営
住
宅

が
、
教
育
費
は
百
年
記
念
ホ
ー
ル
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
・
小
中
学
校
が

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

資
産
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

町
子
ち
ゃ
ん

じ
ゃ
あ
「
資
産
」
が

増
え
る
こ
と
は
、
す
ご
く
良
い
こ
と

な
ん
だ
ね
。

財
政
さ
ん

い
や
、「
資
産
」
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
現
金
で
整

備
し
て
い
く
以
外
は
「
負
債
」
も
大

き
く
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。「
負

債
」
は
現
在
ど
れ
だ
け
の
債
務
が
残

っ
て
い
る
か
を
表
し
て
い
て
、
固
定

負
債
（
長
期
に
わ
た
る
支
払
い
）
と

流
動
負
債
（
短
期
の
支
払
い
）
と
が

あ
る
ん
だ
。「
負
債
」
の
増
加
（「
正

味
資
産
」
の
減
少
）
は
将
来
の
負
担

を
大
き
く
し
、「
負
債
」
の
減
少
（「
正

味
資
産
」
の
増
加
）
は
将
来
の
負
担

を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。

町
子
ち
ゃ
ん

表
３
を
見
る
と
、
負

債
は
減
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

財
政
さ
ん

そ
う
だ
ね
、
負
債
の
総

額
は
前
年
に
比
べ
４
億
３
５
６
３
万

円
減
っ
て
い
る
ね
。

財
政
さ
ん

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
町
民

１
人
当
た
り
に
換
算
し
た
表（
表
４
）

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
町
の
会
計
を

家
計
に
例
え
て
お
話
す
る
ね
。

家
や
自
動
車
な
ど
の
有
形
固
定
資

産
が
約
２
０
４
万
円
で
資
産
の
合
計

は
約
２
２
９
万
円
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

負
債
は
、
家
や
車
の
ロ
ー
ン
で
約

93
万
円
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん

だ
よ
。

前
年
と
比
べ
る
と
、
人
口
の
増
加

が
資
産
の
伸
び
を
上
回
っ
た
の
で
、

１
人
あ
た
り
の
資
産
は
約
９
千
円
減

っ
た
け
れ
ど
も
負
債
も
約
２
万
円
減

っ
た
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。

ま
ち
の
お
金
も
家
計
と
同
じ
で
将

来
計
画
が
大
切
。
資
産
を
増
や
す
、

負
債
を
少
な
く
す
る
な
ど
計
画
性
を

資
産
・
負
債
っ
て
何
？

借　　　　　方 貸　　　　　方

［資産の部］

1.有形固定資産

2.投資等

3.流動資産

資 産 合 計

平成13年度

5,142,473

401,014

248,119

5,791,606

平成12年度

5,162,256

395,867

232,933

5,791,056

差　額

－19,783

5,147

15,186

550

対前年比

－0.4％

1.3％

6.5％

0.0％

［負債の部］

［正味資産の部］

負債･正味資産合計

平成13年度

2,341,771

3,449,835

5,791,606

平成12年度

2,385,334

3,405,722

5,791,056

差　額

－43,563

44,113

550

対前年比

－1.8％

1.3％

0.0％

（単位：万円）表３　平成12・13年度バランスシート比較表

借　　　　　方 貸　　　　　方

［資産の部］

1.有形固定資産

2.投資等

3.流動資産

資 産 合 計

平成13年度

2,035,011

158,690

98,188

2,291,889

平成12年度

2,050,956

157,278

92,544

2,300,778

差　額

－15,945

1,412

5,644

－8,889

対前年比

－0.8％

0.9％

6.1％

－0.4％

［負債の部］

［正味資産の部］

負債･正味資産合計

平成13年度

926,700

1,365,189

2,291,889

平成12年度

947,689

1,353,089

2,300,778

差　額

－20,989

12,100

－8,889

対前年比

－2.2％

0.9％

0.4％

（単位：円）表４　平成12・13年度町民１人あたりのバランスシート比較表

平成12年度末人口　25,170人　　　　　平成13年度末人口　25,270人

（単位：万円）
歳入� 歳出�（億）�

120

125

130

135

140

145

150

H9 H10 H11 H12 H13

145.1144.3143.9142.3

145.1144.3

141.4140.4

133.6132.5

149.3148.7

143.9142.3

145.1144.3

141.4140.4

133.6132.5

149.3148.7

143.9142.3

も
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る

た
め
の
情
報
の
ひ
と
つ
が
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ん
だ
よ
。

町
子
ち
ゃ
ん

財
政
さ
ん
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

何
が
わ
か
る
の
？

わ
か
り
や
す
く

家
計
に
例
え
て
み
よ
う

民生費（4.0％）�
20億6,187万円�

その他（1.4％）�
商工費　1億9,668万円�
衛生費　3億3,559万円�
労働費　4,283万円�
消防費　1,240万円�
その他　1億5,447万円�

教育費（26.2％）�
134億9,792万円�

農林水産業費（13.9％）�
71億2,768万円�

総務費（9.1％）�
46億5,598万円�

（借方）� （貸方）�

資　産�
（町民の�
財産です）�

負　債�
（これから�
負担して�
いく債務）�

正味資産�
（これまでに�
負担してき�
たお金）�

借
方
と
貸
方
が
同
額
に

な
っ
て
い
る
の
で
「
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
」
と
呼
ん
で

い
ま
す�

図２　バランスシートの概略

図１　最近５カ年の決算状況（一般会計）
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道
路
の
除
雪
や
維
持
管
理
は
道
路

管
理
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。
国
道
は

国
が
、
道
道
は
北
海
道
が
、
そ
し
て

町
道
は
幕
別
町
が
管
理
し
て
い
ま

す
。幕

別
町
が
管
理
し
て
い
る
除
雪
路

線
の
車
道
延
長
は
５
１
６
・
４
�
、

歩
道
は
延
長
90
・
１
�
で
す
。

現
在
、
町
の
除
雪
は
、
車
道
を
32

台
の
除
雪
車
が
、
歩
道
を
５
台
の
ロ

ー
タ
リ
ー
車
と
１
台
の
小
型
シ
ョ
ベ

ル
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
51
カ
所
の
施
設
を
13

台
の
除
雪
車
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

降
雪
時
、
除
雪
車
の
出
動
は
積
雪

10
�
を
目
安
に
し
て
い
ま
す
が
、
夜

間
に
降
り
続
い
て
い
る
時
な
ど
、
降

雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
10
�
を
超
え

て
も
す
ぐ
に
は
出
動
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

主
要
幹
線
や
交
通
量
の
多
い
道
路

に
つ
い
て
は
こ
れ
以
下
で
も
出
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
動
の
決
定
は
建
設
部
車
両
セ
ン

タ
ー
（
�
54-

２
１
７
１
）
で
行
っ

て
い
て
、
降
雪
状
況
に
よ
り
除
雪
を

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
と
、
車
両

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
委
託
業
者
に
連
絡

を
行
い
除
雪
車
が
出
動
し
ま
す
。

昨
年
度
、
年
間
降
雪
量
は
１
４
２

�
で
除
雪
車
の
出
動
回
数
は
11
回
で

し
た
。

排
雪
は
主
要
道
路
を
中
心
に
道
路

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
31
路
線
10
・

５
�
を
４
日
間
で
実
施
し
ま
し
た
。

幕
別
町
で
近
年
、
除
雪
に
か
か
っ

た
経
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
11
年
度

年
間
降
雪
量
　
２
３
８
�

経
　
費
　
　
１
億
２
１
７
２
万
円

平
成
12
年
度

年
間
降
雪
量
　
１
９
８
�

経
　
費
　
　
　
　
９
３
７
３
万
円

平
成
13
年
度

年
間
降
雪
量
　
１
４
２
�

経
　
費
　
　
１
億
１
０
０
０
万
円

さ
ら
に
排
雪
作
業
で
は
１
７
０
０

万
円
の
経
費
が
か
か
り
ま
し
た
。

除
雪
に
一
斉
出
動
（
全
路
線
）
す

る
と
１
回
当
た
り
約
４
５
０
万
円
か

か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
除
雪
に
は
多
額
の
経

費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
全
て
の
要

望
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
で
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
き
な
が
ら
除
雪
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

路
上
駐
車
は
除
雪
の
最
大
の
障
害

で
す
。

た
っ
た
１
台
の
路
上
駐
車
が
あ
る

ば
か
り
に
余
分
な
時
間
が
か
か
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
道
路
を
除
雪
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

※
道
路
上
の
同
一
の
場
所
に
12
時
間

以
上
（
夜
間
に
あ
っ
て
は
８
時
間

以
上
）
駐
車
す
る
と
20
万
円
以
下

の
罰
金
、
違
反
点
２
点
が
法
律
に

よ
り
課
せ
ら
れ
ま
す
。

雪
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
、
雪
だ
る
ま
・
雪
合
戦
な
ど
、
雪
は
大
人
に
も
子
ど
も

に
も
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
反
面
、
除
雪
と
い
う
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
重
い
負
担
も
も
た
ら
し
ま
す
。
今
回
は

除
雪
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
疑
問
に
少
し
で
も
お
答
え
す
る

た
め
、
町
が
行
う
除
雪
作
業
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

町
の
除
雪
体
制

積
雪
10
�
が

除
雪
車
出
動
の
目
安

毎
年
、
町
に
は
除
雪
に
対
す
る
多

く
の
質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
家
の
前
に
雪
を
置
い
て

い
く
の
で
す
か
？

Ａ
除
雪
車
は
道
路
の
雪
を
か
き
分

け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
車
道
を
確
保
す
る
た
め
に
は

歩
道
上
に
雪
を
押
し
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
敷
地
内
に
入
っ
た

雪
の
処
理
は
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
公
園
に
雪
を

捨
て
て
い
い
で
す
か
？

Ａ
町
で
は
公
園
に
雪
を
捨
て
る
こ

と
は
許
可
し
て
い
ま
す
が
、
捨
て

る
と
き
に
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

●
マ
マ
さ
ん
ダ
ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
な

ど
を
使
う
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク

を
使
う
場
合
は
町
指
定
の
雪
捨
て

場
（
下
図
参
照
）
に
運
搬
し
て
く

だ
さ
い
。

●
公
園
わ
き
の
歩
道
に
ま
で
雪
を
は

み
出
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

注
意
！

街
区
公
園
の
管
理
は
公
区
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
公
区
に
よ
っ
て
は

春
先
の
利
用
開
始
が
遅
れ
る
な
ど
の

理
由
で
公
園
へ
の
雪
捨
て
を
禁
止
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各

公
区
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
は
ね
た
雪
の
量
が
左
右

均
等
で
な
い
の
で
す
が
？

Ａ
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
道
路
の

向
か
い
側
と
自
分
側
で
雪
の
量
が

均
等
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
除
雪
車
の
ブ
レ
ー
ド
の
幅
と

道
路
幅
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
均

等
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
の
際
で
き
る
だ
け
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
車
道
幅
を
も
っ
と

広
げ
て
ほ
し
い

Ａ
降
雪
量
や
雪
質
の
ほ
か
、
歩
道

の
幅
員
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
広

く
開
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
玄
関
先
の
雪
を
近
く
の
空
き

地
ま
で
押
し
て
い
っ
て
ほ

し
い

Ａ
現
在
、
１
台
の
除
雪
車
が
担
当

す
る
除
雪
延
長
は
約
10
�
で
、
一

巡
す
る
の
に
６
時
間
程
度
か
か
り

ま
す
。
要
望
に
応
え
て
処
理
し
ま

す
と
、
時
間
が
か
か
り
そ
の
後
の

路
線
に
入
る
の
が
遅
れ
る
ほ
か
、

後
日
、
土
地
所
有
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
が
車
道

や
歩
道
を
塞
い
で
い
る
の

で
除
雪
し
て
ほ
し
い

Ａ
路
上
に
落
ち
た
雪
は
各
自
で
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
Ｑ
＆
Ａ

路
上
駐
車
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

除
雪
の
障
害
に
な
り
ま
す
！

雪捨て場は次の２カ所です
雪捨て場は、幕別地区・札内地区にそれ
ぞれ１カ所設置していますのでご利用く
ださい。

◆お問い合わせ先 車両センター（�54－2171）

除
雪
Ｑ
＆
Ａ

特 集

幕別町の除雪事情

除
雪
に
か
か
る
経
費

1
回
4
5
0
万
円



先月号では、介護サービスのうち在宅サービスについ
て説明いたしました。
今回は施設サービスについて説明いたします。

施設サービスは、要介護認定で要介護１から要介護
５に認定された方が利用できるサービスで次の３施設
に区分されます。
●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

寝たきりなど、いつも介護が必
要で、自宅では介護を受けること
ができない人が対象の施設です。

①入浴・排せつ・食事等の介護
など日常生活の世話、②機能訓練、
③健康管理、④療養上の世話など
が行われます。

●介護老人保健施設

病状が安定期にある高齢者に
対し、①看護、②医学的管理下
での介護、③機能訓練等の必要
な医療、④日常生活上の世話な
どが行われる施設です。

●介護療養型医療施設

長期間にわたり療養が必要な人が
対象の介護体制の整った医療施設

（病院）です。
①療養上の管理、②看護、③医学

管理下の介護等の世話、④機能訓練
等の必要な医療などを行います。

【食事の標準負担額について】

施設サービスにおける食事の一部
負担額（標準負担額）は、一般の方
で780円（３食分）ですが、生活保
護受給者や住民税非課税者について
は、次のとおり減額されます。

この標準負担額の減額を受けるためには、被保険者
証を提示のうえ、町に標準負担額減額認定申請書を提
出します。対象者には認定証が交付され、介護保険施
設に被保険者証とともに提示して減額を受けるしくみ
となっています。

施設サービスの利用を希望される方は、希望する施

設へ直接申し込みいただけます。

町内には、介護老人福祉施設として特別養護老人ホ
ーム札内寮、介護老人保健施設として老人保健施設あ
かしや、介護療養型医療施設として柏木内科医院があ
りますが、町外の施設も利用できます。

詳しくは、保健福祉センター介護保険係または施設
の担当者までご相談ください。

次回は、高額介護サービス費についてと利用者負担
の軽減措置制度などについて説明いたします。

～介護保険外の福祉サービスの紹介～
「生きがい活動支援通所事業」（いきいきエンジョイ教室）

65歳以上の方で①要介護認定で非該当と判定さ
れた方、または②身体の虚弱などの方で、自宅に
閉じこもりがちな方を対象に、近隣の公共施設に
参集していただき、参加者の希望に応じて健康体
操や趣味活動などを行い、地域との連携の中で高
齢者の社会参加を促進します。

【申し込み・詳細は保健福祉センター高齢者福祉係】

13 12

～介護保険サービス（施設サービスについて） ～

お問い合わせは…保健福祉センター介護保険係まで（0155－54－3811）

Vol.
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中
里
小
学
校
は
廃
校
後
、
生
涯
学

習
施
設
「
ま
な
び
や
中
里
」
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
の
４
月
か
ら

は
町
内
に
お
住
ま
い
の
木
工
芸
家
２

人
が
工
房
を
構
え
る
な
ど
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
に
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

11
月
に
開
館
し
た
「
な
か
さ
と
学

舎
物
語
」
は
昔
懐
か
し
い
教
材
や
蓄

音
機
、
木
琴
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な

ど
の
楽
器
を
展
示
し
て
い
て
、
大
人

が
童
心
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
空
間

で
す
。
教
室
内
で
は
統
廃
合
し
た
学

校
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
、
紹
介
も
し

て
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
休
館
日
毎
週
火
曜
日
・

年
末
年
始
）、
入
館
料
は
無
料
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
「
な
か
さ
と
学
舎
物

語
」
で
小
学
生
時
代
を
再
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

町からのおしらせ�町からのおしらせ�

町
で
は
来
年
１
月
号
か
ら
、「
広
報
ま
く
べ

つ
」
・
「
お
し
ら
せ
」
・
「
ス
ワ
デ
ィ
」
を
一
つ
に
し

た
広
報
紙
を
発
行
し
ま
す
。
役
場
内
に
検
討
会
を
設

置
し
て
、
よ
り
読
み
や
す
く
充
実
し
た
内
容
を
目
指

し
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

■
文
字
を
大
き
く
、
段
組
も
変
え
ま
す

文
字
を
大
き
く
（
こ
の
文
章
の
サ
イ
ズ
に
な
り
ま

す
）、
段
組
も
５
段
か
ら
４
段
組
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
誰
も
が
読
み
や
す
い
広
報
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
も
っ
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

現
在
も
「
み
ん
な
の
広
場
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
ハ
ガ

キ
や
投
書
で
い
た
だ
い
た
、
町
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
・
ご
意
見

な
ど
も
掲
載
し
、
住
民
の
方
の
思
い
や
声
が
届
く

広
報
を
目
指
し
ま
す
。

■
「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
掲
載

町
で
行
わ
れ
る
行
事
や
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
で
掲
載
し
、
日
程
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

■
町
の
情
報
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

今
ま
で
の
「
お
し
ら
せ
」
に
掲
載
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
の
お
し
ら
せ
や
募
集
な
ど
は
、
ジ
ャ
ン
ル
・

テ
ー
マ
別
に
分
け
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

表
紙
も
一
新
し
た
「
広
報
ま
く
べ
つ
」
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
行
日
は
毎
月
１

日
で
す
。
新
し
い
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

なかさと学舎物語�
まなびや�

～心安らぐ懐かしの空間～�

平成10年に廃校となった旧中里小学校の空き教室
に、昔の教材などにより、懐かしい授業風景を再
現した「なかさと学舎物語」が開館しました。�

懐しい蓄音機�
�
廊下には運動会で�
使った万国旗�
�
統廃合した学校を�
パネル展示�
�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�

懐しい蓄音機�
�
廊下には運動会で�
使った万国旗�
�
統廃合した学校を�
パネル展示�
�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�

懐しい蓄音機�

懐しい蓄音機�
�
廊下には運動会で�
使った万国旗�
�
統廃合した学校を�
パネル展示�
�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�

廊下には運動会で�
使った万国旗�

懐しい蓄音機�
�
廊下には運動会で�
使った万国旗�
�
統廃合した学校を�
パネル展示�
�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�

懐しい蓄音機�
�
廊下には運動会で�
使った万国旗�
�
統廃合した学校を�
パネル展示�
�
楽器や教材用レコードを�
多数展示�

統廃合した学校を�
パネル展示�

要介護１
47,280

要介護２
48,630

要介護３
49,950

要介護４
51,300

要介護５
52,620

（１カ月当たりのおおよその費用負担額）

（1カ月＝30日、食事負担含む）

要介護１
49,560

要介護２
51,060

要介護３
52,560

要介護４
54,060

要介護５
55,560

（１カ月当たりのおおよその費用負担額）

（1カ月＝30日、食事負担含む）

区　分

生活保護受給者

老齢福祉年金受給者で

住民税世帯非課税者

住民税世帯非課税者

その他の方（一般）

自己負担額

300円

500円

780円

月額（30日）

9,000円

15,000円

23,400円

施設での食事の基準負担額の減額内容

要介護１
58,800

要介護２
60,180

要介護３
61,560

要介護４
62,940

要介護５
64,320

（１カ月当たりのおおよその費用負担額）

（1カ月＝30日、食事負担含む）
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Town  Topics

桂
町
第
２
公
区
が
創
立
20
周
年

を
迎
え
、
11
月
17
日
に
記
念
式
典

と
祝
賀
会
が
桂
町
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

桂
町
第
２
公
区
は
昭
和
58
年
に

公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
る
世

帯
の
増
加
に
よ
り
、
桂
町
公
区
か

ら
分
離
し
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
公
区
で
は
ミ
ニ
文
化
展
や

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
＆
ビ
ア
パ
ー
テ

ィ
ー
の
開
催
な
ど
個
性
豊
か
な
公

区
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
実
行
委
員
長
で
あ

る
小
関
公
区
長
が
「
明
る
く
心
な

ご
む
公
区
づ
く
り
を
公
区
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
岡
田
町
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、
祝
賀
会
に
移
り
、

約
70
人
の
参
加
者
は
公
区
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

節目を盛大に祝う　桂町第２公区
創立20周年記念式典が開催

アイヌ文化の伝承･保存を目的に
刺しゅう講座を開催

公区・サークルの活動�
などを企画室に連絡く�
ださい�

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

途
別
小
学
校
で
は
10
月
31

日
、
土
器
の
野
焼
き
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
陶
芸
に
詳
し
い

本
宮
豊
さ
ん
（
青
葉
町
）
を

招
き
、
粘
土
を
使
っ
て
高
学

年
の
子
は
縄
文
式
土
器
、
低

学
年
の
子
は
動
物
や
虫
を
成

形
し
ま
し
た
。

寒
風
が
吹
く
秋
晴
れ
の
こ

の
日
子
供
た
ち
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
掘
っ
た
穴
で
本
宮
さ

ん
の
指
導
の
も
と
野
焼
き
を

行
い
、
暖
を
と
り
な
が
ら
土

器
の
完
成
を
待
ち
ま
し
た
。

作
品
は
、
十
勝
子
ど
も
大

会
な
ど
で
展
示
さ
れ
、
会
場

に
訪
れ
た
人
の
注
目
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

ウ
タ
リ
協
会
幕
別
支
部
（
山
本

み
い
子
支
部
長
）
で
は
、
財
団
法

人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進

機
構
の
補
助
事
業
で
「
ア
イ
ヌ
文

化
実
践
上
級
刺
し
ゅ
う
講
座
」
を

９
月
１
日
か
ら
合
計
９
回
千
住
生

活
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
に
は
支
部
の
会
員
14
人
が

参
加
し
、
刺
し
ゅ
う
の
入
っ
た
着

物
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
を
作

成
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
百
年
前
の
先
祖
は

物
差
し
も
な
し
に
、
左
右
対
称
の

模
様
を
上
手
に
仕
上
げ
て
い
た
こ

と
に
、
大
変
驚
き
ま
し
た
」
と
素

晴
ら
し
い
技
術
に
触
れ
る
事
が
で

き
、
来
年
以
降
も
開
催
し
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

みんなで土器を作ってみよう
途別小で野焼きを体験

思い出話に花が咲く
東京幕別会総会に会員が集う

首
都
圏
に
住
む
幕
別
町
出
身
者

な
ど
で
つ
く
る
東
京
幕
別
会
（
上

田
欣
也
会
長
）
の
総
会
・
懇
親
会

が
11
月
９
日
、
東
京
都
内
の
南
青

山
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

18
回
目
と
な
る
総
会
に
は
会

員
・
来
賓
合
わ
せ
て
約
80
人
が
出

席
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

上
田
会
長
は
、
好
評
だ
っ
た
産

直
フ
ェ
ア
な
ど
の
活
動
を
紹
介
。

「
今
後
も
ふ
る
さ
と
幕
別
の
発
展

に
協
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
幕
別
産
の
メ
ー
ク

イ
ン
や
「
八
割
そ
ば
」
な
ど
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
ら
は
ふ
る
さ
と
の
味

を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

染料でＴシャツを染めてみよう
糠内小の児童があい染めを学習

糠
内
小
学
校
で
総
合
学
習
の
時

間
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
あ
い
染
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
の
種
は
、
高
学
年
の
子
供

た
ち
が
社
会
科
の
時
間
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
東
北
地
方
の

染
物
店
か
ら
取
り
寄
せ
ま
し
た
。

寒
冷
地
で
難
し
い
あ
い
の
栽
培

で
す
が
、
努
力
の
甲
斐
も
あ
り
う

ま
く
生
育
し
ま
し
た
。

こ
の
日
子
供
た
ち
は
、
担
当
の

桑
原
先
生
の
指
導
の
も
と
、
乾
燥

さ
せ
た
葉
７
０
０
グ
ラ
ム
か
ら
あ

い
染
め
液
を
作
り
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

あ
い
染
め
を
行
い
ま
し
た
。

見
事
な
青
に
染
め
ら
れ
た
Ｔ
シ

ャ
ツ
は
、
学
習
発
表
会
で
行
わ
れ

た
「
十
勝
野
ソ
ー
ラ
ン
」
で
半
て

ん
の
下
に
着
込
ま
れ
ま
し
た
。

「何もかもが大変でした！」と仕上がった
作品を手にする刺しゅう講座の参加者

式典では小関公区長（右）から上田前公区長（左）
に感謝状が手渡されました

ド
イ
ツ
か
ら
江
陵
高
校
に
留
学
し
て
い
る
メ
イ

デ
・
ア
ン
ナ
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
”書

の
甲
子
園

“

と
言
わ
れ
る
「
第
11
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展
」
の

海
外
部
門
で
６
１
７
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
外
務

大
臣
賞
に
次
ぐ
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ナ
さ
ん
は
今
年
４
月
か
ら
江
陵
高
校
の
２
年

生
に
在
籍
。
以
前
か
ら
日
本
文
化
に
興
味
の
あ
っ
た

ア
ン
ナ
さ
ん
は
江
陵
高
校
で
書
道
に
出
会
い
、
そ
の

才
能
を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

受
賞
作
の
「
望
雲
」
と
は
、
望
郷
の
思
い
を
う
た

っ
た
漢
詩
の
一
句
で
す
。
顧
問
の
鈴
木
譲
二
先
生
は

「
日
本
の
雲
を
眺
め
て
、
ド
イ
ツ
を
思
い
出
し
書
い

て
み
な
さ
い
」
と
指
導
し
た
そ
う
で
す
。
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ア
ン
ナ
さ
ん
は
、
来
年
２
月
ま
で
日

本
で
の
生
活
を
楽
し
み
ま
す
。

江
陵
高
校
の
留
学
生
メ
イ
デ
・
ア
ン
ナ
さ
ん

”書
の
甲
子
園
“
で

大
賞
を
受
賞

「書は見るもの、感じるもの」と話すアンナ
さん。写真は受賞作と同じ「望雲」
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ミ
ー
の
記
事
を
見
て
興
味
を
も
ち
応
募
し

ま
し
た
」

現
在
は
ど
の
よ
う
な
研
修
を
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

「
研
修
先
は
南
勢
の
田
村
寛
興
さ
ん
の
農

場
で
す
。
約
１
３
０
頭
の
牛
が
い
て
、
そ

こ
で
酪
農
の
研
修
を
し
て
い
ま
す
」

研
修
を
積
ん
で
の
感
想
は
？

「
最
初
は
朝
早
く
夜
遅
い
仕
事
に
体
が
慣

れ
な
く
て
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、
慣
れ
て

く
る
と
非
常
に
お
も
し
ろ
み
の
あ
る
仕
事

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
田
村
さ

ん
は
自
分
の
も
っ
て
い
る
技
術
を
惜
し
み

な
く
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、
町
内
の
酪
農

家
の
方
々
に
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

幕
別
の
農
業
に
対
す
る
感
想
は
？

「
自
分
に
厳
し
く
、
仕
事
に
対
し
て
勤
勉

な
方
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も

古
舞
か
ら
南
勢
ま
で
通
勤
し
て
い
ま
す

が
、
地
区
に
よ
っ
て
農
業
の
”色

“
が
違

う
の
に
気
づ
き
ま
し
た
」

目
指
す
の
は
酪
農
経
営
で
す
か
？

「
は
い
。
酪
農
は
畑
作
の
よ
う
に
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
計
画
が
た

て
や
す
い
で
す
し
、
毎
日
の
搾
乳
で
必
ず

収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
的
な
発
想
で
仕
事
が
で
き
ま
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
私
に
合
っ
て
い
る

か
な
と
思
い
ま
す
」

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

「
こ
の
広
い
北
海
道
で
放
牧
に
よ
る
、
大

規
模
だ
け
ど
も
省
エ
ネ
の
酪
農
経
営
を
実

践
し
て
い
き
た
い
で
す
」

今
月
は
、
今
春
か
ら
農
業
担
い
手
育
成

を
目
的
と
す
る
「
ま
く
べ
つ
農
村
ア
カ
デ

ミ
ー
」
で
研
修
を
重
ね
、
新
規
就
農
を
目

指
し
て
い
る
熊
谷
知
之
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

熊
谷
さ
ん
は
長
野
県
出
身
と
の
こ
と
で

す
が
、
北
海
道
の
農
業
に
興
味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
は
？

「
実
家
が
農
業
を
営
ん
で
い
て
、
水
田
・

養
蚕
・
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
栽
培
を
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
関
係
も
あ
り
、
も
と
も

と
農
業
に
対
す
る
志
が
あ
り
ま
し
た
。
広

大
な
大
地
に
あ
こ
が
れ
、
北
海
道
の
酪
農

学
園
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
」

実
際
、
来
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

「
飛
行
機
で
千
歳
に
降
り
立
っ
た
と
き
は
、

見
渡
す
限
り
の
大
空
と
大
地
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
ね
」

大
学
を
卒
業
後
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
は
い
。
で
も
学
生
時
代
か
ら
大
規
模
な

農
業
経
営
を
し
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ

て
い
て
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
は
農
業
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

昨
年
、「
ま
く
べ
つ
農
村
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
知
っ
た
そ
う
で
す
が
？

「
幕
別
に
お
世
話
に
な
る
前
、
酪
農
総
合

研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
に
勤
め
て
い
た
の

で
す
が
、
昨
年
、
そ
こ
の
仕
事
の
関
係
で

南
勢
の
田
村
寛
興
さ
ん
の
お
宅
に
取
材
に

伺
っ
た
時
に
農
村
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
農

業
の
担
い
手
育
成
機
関
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
業
関
係
の
雑
誌

に
町
役
場
の
担
当
の
方
が
書
い
た
ア
カ
デ

Queen’s  English  with  Daniel

What are your plans for the weekend,
Ted ?
週末には何をするつもりですか、テッド。

I'm going to change my tires to winter
tires.  
タイヤ交換する。

You've left it very late !
遅い、まだしていないの！

Yeah, I was really busy last month and
then when I finally had some free time,
it was too cold to go outside. 
そうよ。先月僕はとても忙しかった。そ
して、やっと暇ができたときには、外は
あまりにも寒くて出られなかったよ。
I changed my tires about three weeks
ago.
僕は３週間前ぐらいにタイヤ交換したよ。

So you'll be free this weekend then?
それじゃ、今週末は暇でしょう？

No, I think I'll read the new Tanya
Grotter book.
いいえ、新しいタニヤグロッタ本を読も
うかと思う。

Who's Tanya Grotter ?
タニヤグロッタってだれさ。

The Russian Harry Potter.
ロシアのハリーポッター。
I think you'd have more fun helping
me change my tires !
僕のタイヤ交換を手伝ったほうが楽しい
と思うよ！
I doubt it.
そうは思わないな。

Ron：

Ted：

Ron：

Ted：

Ron：

Winter is here （冬がやってきた）

Ted：

Ron：

Ted：

Ron：

Ted：

Ron：

保健師：あー困ったわ…。
スマイル：保健師さん、どうしたの？
保：基本健康診査を受診した方が、忙しくて保健指導
にこられないって連絡があったの。ゆっくり話を
聞いて、今後の生活習慣を見直すお手伝いをさせ
て欲しいのに。

○：基本健康診査ってなに？
保：血圧や尿検査、血液検査、身体計測などの基本的
な健康診査のことよ。

○：なんだ、健診を受けているなら安心じゃない。ゴ
ールしたようなものだよ。

保：あら、健診は受けた後が大切よ。身体にどんな変
化が起こっているのか、きちんと知って、生活習
慣を見直すきっかけにしないと受診した意味がな
いわ。健診を受けることは、スタートで、望まし
い生活習慣が身につくことがゴールよ。

○：へー、そうなの。健診はスタートラインなんだ。
保：そうよ、例えば、総コレステロール値が高ければ、
食事や運動の習慣を見直す必要があるわ。動物性
脂肪を控えて、野菜を多くとり、日常的に運動を
取り入れるなど、一人一人に合った生活改善を、
効果的に無理なく行うことが必要になるわ。コレ
ステロール値が高いままだと、血管の中にコレス
テロールがたまって、動脈硬化を進行させてしま
い、心筋梗塞

こうそく

や脳梗塞
こうそく

などの病気の引き金になる

可能性が高くなるのよ。
○：コレステロールが高くても、なにか症状が出るわ
けではないから、健診で状況を知るしかないんだ。
心筋梗塞、恐いね。僕の叔母さん、最近、どうき
がするって言ってたから、健診を勧めるよ。

保：だめだめ。気になる症状がある時は、健診ではな
く、早く医療機関で受診することが必要よ。健診
で「異常なし」と言われていても、気になる症状
のあるときはすぐに病院に行くべきよ。

○：そうか。健康の確認が健診だね。
保：今年度、まだ基本健康診査を受けていない人は、
1月に町内の病院で基本健診を行います。くわし
くは「おしらせ 12月1日号」を見てくださいね。

○：受けて安心じゃなくて、受けたあとが肝心…だね。
保：せっかく受けた健診を100パーセント活用して、
いきいき生活を続けましょうね。

お問い合わせは…保健福祉センター保健予防係
（54－3811）

ホットライン�
健康づくり�

健診後が肝心！基本健康診査

$5

熊谷　知之さん

（古　舞）

くまがい・ともゆき／昭和46年長野県に生ま
れる。高校を卒業後、広大な大地にあこがれ、
江別市の酪農学園大学に進学し農業を学ぶ。
平成６年に雪印乳業に就職し、愛知工場に勤
務。平成９年からは北海道の酪農総合研究所
で酪農関係の調査に携わる。昨年、取材先の
南勢・田村さんから「まくべつ農村アカデミ
ー」のことを聞いたのをきっかけに、アカデ
ミーに応募。今春からアカデミーで研修を重
ね新規就農を目指している。現在は古舞で奥
さんと２人のお子さんの４人暮らし。

広
大
な
北
海
道
で
、
大
規
模
な
農
業
を
し
た
い



買い物途中で立ち寄ったパッチワーク展の無料講習で小銭入れを作った
のがきっかけで、それから15年になります。仕上げた作品をちょっとした
お礼にあげて、何年か後「あれまだ使っているよ」といってくれたときは
うれしくなります。難しいのは色合わせで、気に入らないときは何日も壁
に貼って眺めています。将来は、三人の娘の誰かに技術を伝えて親娘二人
展をしてみたいです。
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さあ、問題だよぉ！�
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ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵
画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．平成13年度にまちの一般会計で

使ったお金はいくら？

①１３２億円

②１４０億円

③５７９億円

【応募方法】

はがきにクイズの答え、住所、

氏名、年齢と、ご意見、ご要望な

どを書き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室

【締め切り】

１２月１２日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は15通でした。先月号の

正解は②で、当選者は小野ハル子さ

ん、岡田宜子さん、冨田美智子さん、

ＰＮ.月華さん、ＰＮ.はやおさんで

す。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
坂
田
作
次
郎
さ
ん
（
中
札
内
村
）
か
ら

生
前
母
（
泉
町
・
土
木
つ
る
さ
ん
）
が
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
と
、
福
祉
推
進
基
金

に
10
万
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
11
月
26
日
現
在
）

高橋　陽子さん
（あかしや町）

山崎しのぶさん
（新北町）

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�

ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

来月は平成14年1月生まれのお子さんです。12月12日（消印有効）までに写真
（デジカメ可）と20字程度のコメント、住所、氏名（パパとママも）、性別、生
年月日を企画室企画情報担当までお寄せください。なお写真はお返ししません
ので、ご了承願います。
Eメールでのご応募お待ちしてます。（E-mail：yakuba@makubetsu.jp）

募 集 内 容

�
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」

内
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
や
３
年
が

経
ち
ま
し
た
。

幕
別
町
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
し
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
に
通
い
ま

し
た
。
11
月
７
日
か
ら
は
英
会
話
講
習
に

行
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
企

画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
岡
田
宜
子
）

年
も
残
り
わ
ず
か
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
健
康
の
た
め
に
と
何
度
か
し
ま
し

た
が
、
９
月
〜
10
月
は
土
・
日
曜
日
に
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
職
場
で
大
会
等
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
て
お
り
、
使
用
す

る
の
を
遠
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
だ
…

（
冨
田
　
茂
）

HIROBAみんなの�

  広　場�

みんなの�

  広　場�

このページではみ
なさんからのお便
りや取材で聞いた
意見・作品などを
紹介しています。

札

▲パステル画「つぼ」

山
崎
や
ま
ざ
き

颯そ
う

太た

（
豊
町
）

平
成
13
年
12
月
5
日
生
パ
パ

善
男
さ
ん

マ
マ

小
百
合
さ
ん

人見知りが激しくみんなに笑
顔を見せられませんが、家で
は笑顔で悪さをしています。

く
ん

「スタスタ早足タイプ」が老化に負けない歩き方です。姿勢よく元気で歩けるということは足腰が丈夫である証しです。「の
んびりトボトボタイプ」に近かった方は、歩数や早足にあまりとらわれないで、一歩一歩ゆっくりと意識しながら歩いてみまし
ょう。慣れてきたら、少しずつ早めにリズムよく歩いていきましょう。徐々に歩く姿勢が良くなり、使われない筋肉を鍛えるこ
とができます。
家の中あるいは少ない距離であっても、せっかく歩くのなら、気分よく、いつまでも元気な歩き方を心掛けていきたいですね。

〔注意：ひざや腰など体に痛みや症状のある方は、無理をしないで医師にご相談ください〕

ＰＮ．十夜千里

子供たちが習っていたこともあって、興味を持つようにな
りましたが、最終的には私が魅力に取りつかれました。絵に
向かっている時間が好きで、ストレスも解消されます。何枚
描いても満足の行く作品ができなく難しいです。

今

ＰＮ．はやお

ＰＮ．月華

ＰＮ．玄武

ＰＮ．葉月りん＆東柚子

ススタタススタタ早早足足タタイイププ ののんんびびりりトトボボトトボボタタイイププ

ＰＮ．ミッキー＆ミニー

・歩幅は広め

未
年

ひ
つ
じ
ど
し

生
ま
れ
の
ご
家
族
を

探
し
て
い
ま
す

来
年
は
未
年
で
す
。
そ
こ
で
広
報

紙
１
月
号
で
は
、
未
年
の
方
を
紹
介

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
家
族

の
中
で
３
人
以
上
の
未
年
生
ま
れ
の

い
る
ご
家
族
を
企
画
室
（
�
54
―
６

６
１
０
）
へ
12
月
10
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

（
例
え
ば
３
世
代
、
双
子
の
お
子
さ
ん

と
お
母
さ
ん
な
ど
）。
ご
連
絡
の
あ
っ

た
ご
家
族
の
中
か
ら
、
こ
ち
ら
で
取

材
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

広
報
紙
を
読
ん
で
の
意
見
や
感
想
、
い

ろ
い
ろ
な
話
題
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
投
稿
の
際
、
匿
名
を
希
望
さ
れ
る

方
は
「
匿
名
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

島
勝
し
ま
か
つ

千
成
ち
な
り

（
新
北
町
）

平
成
13
年
12
月
2
日
生
パ
パ

慎
一
さ
ん

マ
マ

真
希
さ
ん

お兄ちゃんが大好きでいつも
一緒に遊んでいます。

ち
ゃん

横
山
よ
こ
や
ま

か
ほ
り
　
（
あ
か
し
や
町
）

平
成
13
年
12
月
21
日
生
パ
パ

幸
久
さ
ん

マ
マ

明
左
子
さ
ん

きのこのＣＭソングにいつも
ニコニコ踊りだす音楽大好き
のかほりです。

ち
ゃん

★あなたの歩く様子はどちらに近いですか？

・かかとから着地
・つま先でける

・ゆっくり歩く

・猫背ぎみ

・歩幅は狭い

・足裏全体で着地
・つまずきやすい

・少し早歩き

・背筋が伸びている

・腕を大きめに
振っている

ひひざざののひひきき上上げげ運運動動　　

①イス等につかまり、体をしっかり支える。
②上半身・腰は動かさないで、ひざを胸の方に　　　
ゆっくり上げて２秒程止め、ゆっくり下ろす。
（左右交互に行う）

～大またで歩く、階段の昇り降り、物をまたぐ時等に必要な“太もも・大腰筋”の筋力アップ

腰を動かさ
ないように

ますます元気に
歩くために



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

幕
別
町
な
ど
十
勝
の
内
陸
は
、
夏

は
高
温
、
冬
は
い
わ
ゆ
る
”十

勝
晴

れ
“
の
日
が
多
く
な
り
グ
ッ
と
寒
く

な
り
ま
す
。
冬
の
間
十
勝
が
日
照
に

恵
ま
れ
る
の
は
、
日
高
山
脈
に
よ
り

大
陸
か
ら
の
季
節
風
が
せ
き
止
め
ら

れ
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
た
め
降
雪
量
は
一
般
に
少
な

い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
何
度
か
は
大

雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪

は
私
た
ち
に
と
っ
て
宿
命
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
「
除
雪
」
の

こ
と
を
何
と
呼
ん
で
い
ま
す
か
？

「
雪
か
き
」「
雪
は
ね
」「
雪
投
げ
」

な
ど
人
に
よ
っ
て
様
々
な
呼
び
方
が

あ
り
ま
す
ね
。
ち
な
み
に
広
辞
苑
で

は
前
述
の
う
ち
除
雪
を
意
味
す
る
言

葉
と
し
て
載
っ
て
い
た
の
は
「
雪
か

き
」
だ
け
で
し
た
。

　
雪
が
多
い
と
憂
う
つ
に
な
り
ま
す

が
「
雪
は
豊
年
の
瑞

し
る
し

」
で
、
雪
が
多

く
降
る
の
は
豊
年
の
前
兆
と
い
う
、

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
前
向
き
に

考
え
て
楽
し
く
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

武
田
・
石
田

人の動き《平成14年10月末日現在》
人　口　25, 473人 （＋ 56人）
男　　12, 220人 （＋ 31人）
女　　13, 253人 （＋ 25人）
世帯数　 9, 683戸 （＋ 18戸）

広報まくべつ　　　2002年12月号

■発行　幕別町
■編集　企画室

（〒089-0692  北海道中川郡幕別町本町130番地
TEL  0155-54-6610 FAX  0155-54-3727）

http://www.makubetsu.jp/
yakuba@makubetsu.jp

第47回
4,469人

ホームページアドレス
Ｅメール

健
康
講
座
の
参
加
者
数

町
で
は
今
年
４
月
か
ら
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員
を
お
い
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
青
竹

体
操
な
ど
の
健
康
講
座
を
開
始
し
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

10
月
ま
で
に
健
康
講
座
に
参
加
し
た
方
の

人
数
は
両
施
設
あ
わ
せ
て
４
４
６
９
人
で

す
。
平
均
す
る
と
１
つ
の
講
座
に
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
11
人
、
札
内
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
15
・
８
人
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

人
気
の
講
座
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
、
ト
レ

セ
ン
で
は
１
講
座
平
均
14
・
６
人
、
ス
ポ
セ

ン
で
は
17
・
７
人
の
方
が
参
加
し
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
幕
別
町
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
も
平
均
15
人
以
上
の
方
が
参

加
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
両
施
設
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
も
好
調
で
す
。

冬
を
迎
え
て
、
屋
外
で
の
運
動
は
な
か
な

か
で
き
な
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
健
康
講

座
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。
健
康
の
た
め
に
皆
さ
ん
も
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
員
と
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

計

回数

平均参
加者数

月

32

41

54

63

40

37

27

294

29

10.1

火

51

97

87

109

75

90

133

642

29

22.1

水

69

184

157

219

141

137

194

1,101

73

15.1

木 金

42

99

99

93

91

76

80

580

35

16.6

計

194

421

397

484

347

340

434

2,617

166

15.8

お
　
　
休
　
　
み

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

計

回数

平均参
加者数

月

50

59

91

110

79

63

62

514

25

20.6

火

24

29

64

90

54

45

49

355

51

7.0

木

26

114

124

102

101

127

148

742

67

11.1

水 金

14

32

32

51

30

40

42

241

26

9.3

計

114

234

311

353

264

275

301

1,852

169

11.0

お
　
　
休
　
　
み

スポセン健康講座 曜日別参加状況（人） トレセン健康講座 曜日別参加状況（人）
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